
 古市小学校 児童俳句会 

去る 1月 2３日（月）、新型コロナウイルス感染拡大予防のため、中断して 

いた全校生との俳句交流会が 3年ぶりに開催されました。 

 1 年生から 6 年生までの全員が、冬休み中に体験した出来事を俳句にまと

めて提出し、若葉句会中心の全員と基本的な表現方法について学習しました。

俳句会の方からは子どもたちの素直な気持ちがよく表現されていると高い評

価があり、優良句は校内に展示されるということです。    （みのる） 
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男 女 計 世帯 古市幼・小学校 

902 1120 2022 892 小学生  95名 

-3 -1 -4 +3 幼稚園  22名 

 

古市地区の人口 1月末 

丹波栗（住山） 
 

                     

       

1 月 21 日（土）、神戸大学実践農学入門の成果報告会が古市コミセンにて開催されました。農家に弟子入

りをし、1年間の実習を通じて発見したことや学んだことをもとに、農家や地域の課題を新しい視点で解決す

るアイデアを大学生 9班と篠山東雲高校 1班が発表しました。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の受け入れをしていただいた農家さんをはじめ、地域の皆さん、市役所の職員、酒井市長も全発表を 

見ていただきました。小規模農家の支援、規格外農産物の活用、有機農業、人財育成、食育、農村と都市との

交流、作業の効率化アイデアなど、「今年の発表はレベルが高い」と神戸大学担当教諭の先生からコメントを

いただくほど内容は多様でした。東雲高校生の発表では、「大学生と一緒の実習は、正直きまずく馴染むのに

苦労した。」というコメントからはじまり、実践農学入門に（地元農業高校生が）参加する意義は？と題して

の発表には、なるほど！と思う内容が。最後に「僕たちは地域の資源です！」と新たな視点をいただきました。  

表彰では、「ふるさと農業（1班）」が優秀賞。ふるさと納税をお金でなく、労働（援農）で支払うアイデア。 

市長賞には「ささやまクーポン（5班）」が輝き、アプリでつながる関係人口のアイデアで、実験的に作った 

アプリも披露しました。発表には本当にたくさんの方々がお越し下さり、お昼には豚汁もご用意いただきまし

た。ご協力いただいた皆さん、本当にありがとうございました。今後へつながればと思います。  （吉良） 

 

また古市に行きます！ 

集合写真をパチリ（^^） 

こんなアイデア 

どうでしょうか？ 

うまく伝わる

かな？ 

ドキドキ！ 
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3 月の各部の活動予定 健康福祉部 

 文化活動部 
◆会報印刷・仕分け   3月 16日(木)  14:00～  

◆会報発行(178号)    3月 16日(木) 

 

事務局 

◆運営委員会     3月 6日(月）19:00～ 

◆自治会長会     3月 17日(金）19:30～ 
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◆ふるいち夢カフェ  毎週水曜日 10:00～ 

◆部会        3月 1日(水）12:00～ 

 

コミュニティ部 

◆いきいき塾    3月  3日(金)  9:30～11:30 

（やすらぎ園）   3月 10日(金)  9:30～11:30 

  3月 17日(金） 9:30～11:30 

    3月 24日(金) 9:30～11:30 

    3月 31日(金)  9:30～11:30 

◆デイサービス   3月  4日(木）13:30～ 

         「ふれあいお楽しみ会」 

◆部会       3月 13日(月）19:00～ 

 

 生活安全部 

◆活動予定なし 

  

  
第 1班 

          赤井友晴さん（草野） 

 

 

「ご苦労さん、またおいで」 

最後の実習が終わり、赤井さんが学生にかけた言葉です。「い

つも農作業は一人でやってきたし、段取りもあるからどうやって

学生と一緒にやったらええんやろか、はじめは困ったんや。」と 

いう言葉からインタビューは始まりましたが、「初めての受け入

れの日に学生リクエストのタケノコご飯を作って食べたら喜ん

でもろて」とにこやかに。豆の種蒔きからネギの定植、草引きに

10月は枝豆の収穫、芋ほりと 

たくさんの実習を積んだ学生。 

何もかもが初めての学生からは 

質問攻めにあうことも多かった 

ようですが、「この作業好きです」 

「面白い！」という積極的な姿勢 

もあり、冒頭の言葉につながったのかと感じました。 

赤井さん、受け入れありがとうございました！ 

 

第 2班 森口国明さん（古森） 
 「このままでは日本農業はあかんようになる。特に小規模 

農家がどうやったら続けていけるか。何とかできひんかと都会 

の方で農業に興味のある方々の受け入れをやってきた」と熱く 

語り始めた森口さん。学生には、じゃがいもの収穫、草ひき、 

黒枝豆の収穫と野菜を中心に色々な農作業を体験してもらい、 

実体験を通じて農業の大変さ、その値打ちを知ってもらえればと 

            この 1年を振り返られました。 

「大変な作業でもイヤと言わずに 

頑張ってくれた。この体験を通じて、 

黒大豆の新しい活用法などを考えて 

もらえれば」と、森口さんの視線は     

            農業の未来を見据えている。（吉良） 

 

 

 

           

                

古市小学校創立 150周年記念展示会 
 
日 時 令和 5年 2月 23日(木)～3月 6日（月） 

 会 場 古市コミュニティ消防センター 
 
1 年を通じた子どもたちによる古市の歴史学習や未来への
提言、タウンミーティングのまとめを展示いたします！！ 

 
 

文化活動発表会  ～文化活動部～ 

 
 日 時 令和 5年 2月 25日(土) 午後 1時～ 

 会 場 古市コミュニティ消防センター 

 

コロナ感染予防対策に配慮しながら 3年ぶりの開催です。 

皆さんのご参加よろしくお願いいたします！！ 

 
 


